
















































































































































































































































売上高順位 店名 商業集積 売上高 ファッション
(2016年) (百万円) ブランド総数
1伊勢丹 新宿店 新宿区 258497 263
2阪急 うめだ本店 大阪市北区 197839 337
3西武 池袋本店 豊島区 187330 157
4日本橋三越本店 中央区日本橋 165562 176
5横浜タカシマヤ 横浜市西区 134848 191
6日本橋タカシマヤ 中央区日本橋 129843 214
7ジェイアール名古屋タカシマヤ 名古屋市中村区 126035 239
8松坂屋 名古屋店 名古屋市中区 125625 171
9大阪タカシマヤ 大阪市中央区 122526 226
10そごう 横浜店 横浜市西区 112986 112
11東武百貨店 池袋店 豊島区 105223 170
12あべのハルカス 近鉄本店 大阪市阿倍野区 103645 166
13小田急百貨店 新宿店 新宿区 92705 173
14東急百貨店 東横店 渋谷区 89207 68
15大丸 神戸店 神戸市中央区 86012 155
16大丸 心斎橋店 大阪市中央区 84511 177
17京都タカシマヤ 京都市下京区四条 84384 197
18ジェイアール京都伊勢丹 京都市下京区京都駅 79127 142
19名古屋三越 名古屋市中区 78074 130
20京王百貨店 新宿店 新宿区 77578 163
21銀座三越 中央区銀座 74428 279
22阪神 梅田本店 大阪市北区 71590 236
23大丸 京都店 京都市下京区四条 70321 134
24大丸 東京店 中央区日本橋 70160 89
25岩田屋 本店 福岡市中央区 69974 177
26そごう 千葉店 千葉市 68226 110
27新宿タカシマヤ 新宿区 67902 144
28松屋 銀座 中央区銀座 64714 116
29大丸 梅田店 大阪市北区 63897 126






















SONIA RYKIEL COLLECTION 83
HIROKO KOSHINO 80
HUMANWOMAN 73








































































































のうち 4 店は経営上の問題で脱退した企業の店舗であり、他の 7 店は百貨店
空白地帯となった地域で同等のブランド集積が認められたファッションビル・
モールである。このような例外は大都市圏で 3 店（注 6 ）と百貨店がこの20年
































































































おり、表 3 に示すとおり2017年 1 月現在で全国に35、うち 3 店舗による集積











都市・地域名称 競合店舗数 売上高比* （最大）店舗間距離 ブランドのべ数 ショップ総数 地域内重複率
札幌市中央区 4 0.61 1320 40 95 57.9%
広島市中区・南区 4 0.82 1100 40 75 46.7%
宮城県仙台市青葉区 2 0.82 680 35 47 25.5%
新潟県新潟市中央区 2 0.45 1400 32 37 13.5%
愛媛県松山市 2 0.44 960 32 36 11.1%
静岡県静岡市葵区 2 0.88 790 28 34 17.6%
岡山県岡山市北区 2 0.39 1100 28 34 17.6%
石川県金沢市 2 0.65 1260 29 33 12.1%
群馬県高崎市 2 0.79 670 25 29 13.8%
宮崎県宮崎市 2 0.87 130 26 27 3.7%
鳥取県米子市 2 不詳 1360 13 18 27.8%
青森県青森市 2 0.87 350 14 17 17.6%
山梨県甲府市 2 0.37 640 14 17 17.6%
青森県八戸市 2 0.85 240 14 16 12.5%
山形県山形市 2 0.56 1250 11 13 15.4%
東京都新宿区 4 0.36 960 40 106 62.3%
名古屋市中区栄 3 0.62 260 38 99 61.6%
福岡市中央区天神 3 0.82 560 40 92 56.5%
大阪市北区梅田 3 0.36 220 39 75 48.0%
京都市下京区四条 2 0.83 910 36 71 49.3%
東京都豊島区池袋 2 0.56 560 38 64 40.6%
東京都中央区日本橋 2 0.78 660 32 63 49.2%
横浜市西区 2 0.84 500 38 58 34.5%
千葉県船橋市 2 0.46 130 38 50 24.0%
神戸市中央区 2 0.54 740 32 50 36.0%
名古屋市中村区名駅 2 0.37 160 26 38 31.6%
東京都渋谷区 2 0.45 670 26 37 29.7%
東京都中央区銀座 2 0.87 140 22 35 37.1%
東京都立川市 2 0.44 270 26 34 23.5%
大阪市中央区 2 0.69 1190 24 34 29.4%
さいたま市大宮区 2 0.32 500 27 31 12.9%
神奈川県藤沢市 2 0.95 280 17 20 15.0%





















































































































































































































































































































































3 大都市圏と地方都市に分けた回帰曲線を付加すると 3 大都市圏の郊外都市
においては相対的に集積程度が低いことがわかる。この集積程度差の分だけ
中心都市へ購買力が流出しているとみられる。だが集積内ショップ総数と人

































0 50000 100000 150000 200000 250000 300000

























　立地傾向によるブランドの 5 類型をCL 1 ～ 5 と命名して特徴を整理する。




集中を示し、この構成比が都市規模をかなり表現している。CL 1 （n= 6 ）








地特性から探ると、CL 4 がほとんど立地しない都市の特徴として、 1 .近
隣20km以内により大規模な都市が存在する、 2 .東北、甲信越、中国地方

























































0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000
３大都市圏 地方都市














0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000
３大都市圏 地方都市




















0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000
３大都市圏 地方都市





















































































































ランドクラスターCL 1 とCL 2 の出店傾向に注目する。地方性を表すのは















































CL1 CL2 CL3 CL4 CL5 ショップ数
三越伊勢丹 0.205 0.170 0.087 0.393 0.145 435
セブンアイ 0.242 0.133 0.090 0.386 0.149 368
Jフロント 0.211 0.204 0.067 0.373 0.144 284
高島屋 0.242 0.181 0.023 0.392 0.162 265
計 0.223 0.169 0.071 0.387 0.149 1352
(うち6大都市)
三越伊勢丹 0.227 0.093 0.052 0.526 0.103 97
セブンアイ 0.215 0.161 0.043 0.484 0.097 93
Jフロント 0.227 0.144 0.053 0.455 0.121 132
高島屋 0.260 0.122 0.023 0.466 0.130 131




















































ブランドNo. 店舗クラスター 10大都市出店率 50万以上都市出店率 30万以上都市出店率 大都市圏出店率
iCB 1 0.350 0.530 0.760 0.570 
INDIVI 1 0.333 0.490 0.725 0.667 
MACKINTOSH LONDON 1 0.342 0.521 0.795 0.547 
Reflect 1 0.298 0.489 0.745 0.649 
Theory 1 0.448 0.615 0.802 0.615 
UNTITLED 1 0.279 0.422 0.660 0.605 
CHRISTIAN AUJARD 2 0.237 0.390 0.729 0.424 
eur3 2 0.242 0.403 0.613 0.427 
EVEX by KRIZIA 2 0.286 0.469 0.704 0.561 
GEORGES RECH 2 0.279 0.393 0.656 0.410 
GIANNI LO GIUDICE 2 0.203 0.333 0.667 0.333 
HIROKO BIS 2 0.324 0.481 0.704 0.472 
HIROKO KOSHINO 2 0.375 0.575 0.800 0.463 
TRUNK 2 0.333 0.526 0.772 0.439 
J. PRESS 3 0.207 0.379 0.575 0.402 
JANE MORE 3 0.202 0.333 0.595 0.464 
SONIA RYKIEL COLLECTION 3 0.253 0.422 0.675 0.470 
22octobre 4 0.306 0.551 0.776 0.490 
7-IDconcept. 4 0.356 0.600 0.800 0.511 
adabat 4 0.415 0.677 0.846 0.631 
AMACA 4 0.379 0.621 0.810 0.586 
Aylesbury 4 0.306 0.516 0.742 0.435 
BOSCH 4 0.370 0.543 0.826 0.522 
COUP DE CHANCE 4 0.408 0.633 0.857 0.714 
ef-de 4 0.375 0.563 0.875 0.406 
EPOCA 4 0.679 0.887 0.962 0.698 
HUMANWOMAN 4 0.342 0.562 0.795 0.630 
INED 4 0.403 0.677 0.855 0.484 
Jocomomola de Sybilla 4 0.324 0.500 0.794 0.529 
MACKINTOSH PHILOSOPHY 4 0.531 0.719 0.875 0.656 
MICHEL KLEIN 4 0.385 0.538 0.718 0.487 
NATURAL BEAUTY 4 0.500 0.700 0.920 0.640 
Paul Smith 4 0.528 0.755 0.849 0.623 
Paul Stuart 4 0.511 0.723 0.809 0.660 
PLANTATION 4 0.511 0.711 0.822 0.578 
smart pink 4 0.462 0.590 0.718 0.769 
Sybilla 4 0.605 0.837 0.953 0.535 
TO BE CHIC 4 0.481 0.704 0.833 0.556 
23区 5 0.212 0.322 0.524 0.495 
自由区 5 0.252 0.387 0.620 0.466 
組曲 5 0.209 0.329 0.557 0.475 














































































3 ） 同一市区内での百貨店数は最大 4 店である。
4 ） うち周囲に代替商業集積が存在しない北海道の釧路市、北見市にそれぞ
れ 9 ずつ集中している。
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